
 
 

 
  

 

  

 

帯状疱疹は、多くの人が子どものときに感染する水ぼうそうのウイルスが原因で起こります。 

治った後もこのウイルスは神経節に潜んでいるため、ストレスや過労、病気、加齢など免疫力が低下した際に、

再び活性化して帯状疱疹を発症します。発症すると、体の片側の一部にピリピリとした痛みがあらわれ、その部

分に赤い発疹が出てきます。日本では、８０歳までに約３人に１人が発症するといわれており、皮膚症状が治っ

た後も、５０歳以上の約２割の方に帯状疱疹後神経痛と呼ばれる長い痛みが続くことがあります。 

ワクチンを接種することで発症予防、重症化予防が期待できるとされており、市民の経済的負担を軽減するた

め、帯状疱疹ワクチン任意予防接種費用の一部を助成します。 

令和６年４月以降、助成を使って接種希望の方は、 

事前に御殿場市へ「助成券」交付の申請手続きが必要です！ 

     住民登録のある満５０歳以上の御殿場市民 

           使用するワクチンにより異なります 

 生ワクチン（ビケン） 不活化ワクチン（シングリックス） 

助成額 4,000円 １０,000円×２回分 

◎各協力医療機関で定める任意予防接種費用から、助成額を差し引いた額が請求されます

ので、その額をお支払いください。 

◎医療機関によって任意予防接種費用・取り扱いワクチンの種類が異なります。    

詳細は協力医療機関へお問い合わせください。 

           申請受付：令和６年４月１日（月）午前９時から 

 電子申請 電話 窓口 

 

 

 

申込先 
      

・QR コードを読み取り 

入力してください 

・２４時間受付 

 

【専用ダイヤル】 

 

０８０－６６５３－７８５９ 

 

・平日８：３０～１７：１５ 

御殿場市 

保健センター 

（西田中２３７－７） 

 

・平日８：３０～１７：１５ 

発行方法 
ご自宅に助成券を郵送します 

申請受付から郵送まで１０日程度かかります 

R6.３月作成 

助 成 額 

裏面もご確認ください 

御殿場市 ５０歳以上の方へ 

 

助成対象者 

助成券の申請  



 

 

① 助成券の発行を申請する（申請前にワクチンの種類を決めておく）                            

② 市が発行した助成券を受け取る 

③ 協力医療機関へ予約する 

④ 助成券を持参し予防接種を受け、自己負担金を支払う 

● 協力医療機関以外で接種を受ける場合、後日、償還払いの手続きが必要となります（ただし､事前に助成券発行申請が必要です） 

 

 

●帯状疱疹ワクチンは２種類あり、接種方法や回数等に違いがあります。  

●助成はどちらか１種類、助成券発行は、おひとり１回限りです（不活化ワクチンの場合は、

１回の申請で２回分の助成券が出ます）。 

 生ワクチン（ビケン） 不活化ワクチン（シングリックス） 

 

接種回数 

 

１回 

 

２回 

（２回目は原則１回目の接種から２か月後、 

遅くとも６か月後までに接種する） 

接種方法 皮下注射 筋肉内注射 

 

 

予防効果 

 

・発症予防効果は、50～59歳で69.8%、 

60歳以上で51.3% 

・帯状疱疹後神経痛の予防効果は、60 歳以上で

66.5% 

・発症予防効果は、５年間程度持続 

・発症予防効果は、50歳以上で97.2%、 

70歳以上で89.8% 

・帯状疱疹後神経痛の予防効果は、70歳以上で

85.5% 

・発症予防効果は、10年間程度持続 

 

 

 

副反応 

♦頻度１０％以上の副反応 

発赤（４４．０％）、そう痒感（２７．４％）、 

熱感（１８．５％）、腫脹（１７．０％）、 

疼痛（１４．７％）、硬結（１３．５％） 

♦重要な副反応（いずれも頻度不明） 

アナフィラキシー、無菌性髄膜炎、 

血小板減少性紫斑病        

♦頻度１０％以上の副反応 

疼痛（７９．１％）、発赤（３７．４％）、腫脹（２４．２％）、 

筋肉痛（３６．９％）、疲労（３４．６％）、 

頭痛（２８．３％）、悪寒（２１．４％）、発熱（１６．７％）、 

胃腸症状（１２．０％） 

♦重要な副反応（いずれも頻度不明） 

ショック、アナフィラキシー       

(引用文献)･生ワクチン（乾燥弱毒生水痘ワクチン）、不活化ワクチン（乾燥組換え帯状疱疹ワクチン）取扱説明書（添付文書）､ 

・厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料                                                     

・帯状疱疹ワクチンは、現在、予防接種法に基づかない任意の予防接種となります。 

万一、健康被害が生じた時は、（独）医薬品医療機器総合機構（PMDA）の救済制度の対象となる場合があります。 

・かかりつけの医師にご相談の上、予防接種による効果や副反応について十分にご理解いただ

いた上で、接種の判断をしてください。 

 

                                     
助 成 手 続 き に つ い て の 問 い 合 わ せ 先 

 

御殿場市保健センター （ 御殿場市役所健康推進課 ） 

御殿場市西田中２３７－７    TEL ０５５０－８２－１１１１      
月～金（土日祝日除く）８：３０～１７：１５ 

 

 

 

 

参考：厚生労働省 

ホームページ               

（R5.11.9 ﾜｸﾁﾝ分科会） 

 

市ホームページ 

 

申請から接種まで  

ワクチンの種類  

 


